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3．ファジィDEAモデル  

Charnesらによって提案されたDEAモ  

デルは一定な規模の収穫を想定している．  

BankerらはそのCharnesらのモデルを可  

変な規模の収穫に適するように修正した．  

1．はじめに  

DEAではデータのもつ不確実性は陽に  

は取り入れられていない．統計的手法では  

得られたデータから全体像を把握するため  

の評価を推定しようとしている．それに対  

して，データの値が実際に得られた状況に  

おけるDMU（decisionmakingunit）そのも  

のの評価を下そうとしているのがDEAで  

ある． しかしながら，DEAで不確実性を  

考える必要がないということはありえず，  

DEAの確定的なモデルが多く開発されて  

きている今日では，次の段階としてデータ  

固有の偶発的「誤差」を陽に取り入れた  

DEAモデルも必要となっている．  
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今，入力値斉少と出力値乾はメンバーシッ  

プ関数〟雇少と〟寅‘を用いることでファジィ  

集合として表すことができる．このときフ  

ァジィ DEAモデルは次のように定式化さ  

れる．  

2．不確実性について   

データの持つ不確実性を記述する数学的  

な方法には，確率的な変動として表す確率  

変数として扱う方法とあいまいなものとし  

て表すファジィ数として扱う方法がある．  

当初，不確実データを扱う DEAとしては  

前者の確率的データによる分析があったが，  

多方面で実用化されるにつれてファジィ数  

による評価法も多く見られるようになって  

きた．確率的DEA法では確率的計画法に  

よる定式化がなされるのに対し，ファジィ  

数を扱うモデルではファジィ計画法によっ  

て定式化される．ここでは，従来のDEA  

モデルをα・カットを適用することにより，  

ファジィDEAモデルへと発展させる．  
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クリスプ集合（弟）。と（㌔）。は，α・カットに  

よりα・レベル集合として，入力値と出力値  

が異なるレベルの信頼区間で表される．  

（弟）α＝を少∈鴫）l〟姉）≧αi∀り（3α）  

（1た）。＝♭絃∈ぶ（島）l〟汽上（γ成）≧α主∀f，た（3ム）  
ファジィ DEAモデルでは，このように異  

なるα一レベル集合を用いることで従来の  

DEAモデルの集合として変形される．また，  

Zadebの拡張原理を基にDMU rの効率値  

のメンバーシップ関数は次のように定義で  

きる．  
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このとき，α－カットによる上限と下限を求  

めることでメンバーシップ関数を構成する．  
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（㌔）三≦γ此 ≦（㍍）ご，∀f，た   

（gr）三と（ち）ごがともに可逆可能であればメ   

ンバーシップ関数〟ちの左側の関数上（z）と  

右側の関数月（Z）はそれぞれ，  

エ（z）＝k且′）汁，点（z）＝kE′）汁で得られ，  

メンバーシップ関数〟屋′は  

上（z），Zl≦z≦z2  
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として得ることができる．   

4．まとめ  

データにファジィ数を用いることで従来  

のDEAモデルをファジィDEAモデルに発  

展させ，不確実性を取り入れることができ  

た．この考えはα－カットとZadehによる拡  

張原理を基本としている．効率値が明確な  

値でなく，メンバーシップ関数として表さ  

れるので，より多くの情報が得られること  

が期待できる．  
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